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和田会員、山本昌豊会員（東龍IAC）、峯中会員（Eクラブ）、瀧会員（ロータリー研究会）

柿内会員、三重野会員、大家会員、重本会員、井上会員
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来 訪 者 吉光幸夫ガバナー補佐（玖珠） 今週の歌 我等の生業

2022-2023年度 中津RC会長テーマ
ENJOY ROTARY  ロータリーを楽しもう！

Rotary Club of Nakatsu
Organized 8th. Feb. 1954   DISTRICT  2720

中津ロータリークラブ週報

第3312回　2022年12月14日　　点鐘：12：30

ジェニファー・ジョーンズ 2022-2023 RI会長テーマ

●会長の時間〔細川会長〕
　大変寒くなってきました。本日は玖珠町から吉光ガバ
ナー補佐にお越しいただいています。玖珠は朝晩の冷え
込みで氷点下になることもあるようです。
　最近、気になっているドラマがあり観ています。毎週
月曜日22：00から放送されているエルピスというドラマ
です。「エルピス」とは、古代ギリシャ神話で、中から
さまざまな厄災が飛び出したと伝えられるパンドラの箱
に唯一残されていたものとされ、良きことの予測として

「希望」、悪しきことや災いの予測として「予兆・予見」
とも訳される言葉と説明されています。主演の長澤まさ
みの演技も素晴らしく、ドラマに引き込まれています。
冤罪やその報道についてのTV局の裏側などの話で、真理
や真実を見ることの難しさが表現されています。自社で
もそうですが、日々いろんなことが起こり、なぜこのよ
うな事象になったのか、後で振り返ってみると自分のあ
の発言が原因だったとか、自分が行ったあの選択により
このような結果を招いたということが往々にしてありま
す。それが、自分が狙ったことならいいのですが、何と
なくしてしまったことで軸が大きくずれてしまうことが
あります。このドラマを見ながら、自分の立ち位置や発
言を考えさせられています。是非お勧めです。
　来週は今年の最終例会で、３年ぶりの３クラブ合同忘
年例会です。コロナの関係で他クラブの参加者は少ない
ようですが、しっかり行いたいと思います。
　今日は植木会員の新会員卓話です。楽しみにしていま
す。

●幹事報告〔原岡幹事〕
・例会変更　豊前、中津平成
・週報回覧　中津中央
・その他回覧　メルボルン国際大会案内、ハイライトよ

ねやま、山形南RC50周年記念誌、1/11新年夜例会出
欠表

・12/21の合同忘年夜例会は欠席対象にはしません。

●2023-24年度地区委嘱状
地区平和フェローシップ委員会
委員長　末永克典会員
地区平和フェローシップ委員会
副委員長　松下幸之助会員
地区クラブ戦略計画委員会　副委員長　松本逸文会員
地区会員増強維持委員会　副委員長　和田信会員
地区青少年交換委員会　委員　三重野玉江会員

●ご挨拶〔吉光幸夫ガバナー補佐（玖珠）〕
　ワールドカップでスポーツの力の素晴
らしさを感じます。そして、それはロー
タリーの奉仕の精神にも通じるものがあ
ると感じます。１月にはガバナー公式訪問があります。
よろしくお願い致します。

●ニコニコボックス
〔瀧会員〕吉光ガバナー補佐歓迎。
〔末永会員〕吉光ガバナー補佐歓迎。
〔細川会長〕夜の街へGo!Go!スタンプラリーのご案内
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１月４日（水） 特別休会
１月11日（水） 新年家族夜例会（18：30）
１月18日（水） クラブフォーラム

●例会のご案内

〔植木会員〕妻誕生日花束のお礼。
〔松永会員〕親睦ゴルフコンペで２位になりました。
〔吉光ガバナー補佐〕

●新会員卓話
「地域金融機関の役割」

大分銀行執行役員中津ブロック長
中津支店長 兼 鶴居支店長

植木克彦会員

１ 経歴

【⽒名】 植⽊ 克彦(うえき かつひこ) (5７歳 ⼤分市出⾝)
⼤分上野丘⾼校〜⼤分⼤学経済学部卒

【略歴】
・１９８９年 ⼤分銀⾏に⼊⾏

宇佐⽀店 → ⾅杵⽀店 → ⻄⽀店
・１９９９年 ⽇本政策投資銀⾏（旧⽇本開発銀⾏）に出向
・２００１年 営業統括部法⼈営業グループ
・２００５年 博多⽀店 → 別府⽀店
・２０１０年 寒⽥団地⽀店（現しきど⽀店）⽀店⻑
・２０１１年 営業企画部推進役
・２０１４年 営業戦略部推進役・副部⻑
・２０１７年 鶴崎⽀店⻑（鶴崎ブロック⻑）
・２０１９年 ⼈財開発部⻑
・２０２２年 中津ブロック⻑

中津⽀店⻑ 兼 鶴居⽀店⻑ 兼 中津東⽀店⻑

・シンジケートローン
→⼤⼿企業への⻄⽇本地区の銀⾏による融資
地元企業への地元銀⾏による融資

・⼀括ファクタリング

【営業統括部法⼈営業グループ】

・進出企業への推進

１ 経歴

・私募債

・ビジネスマッチング

・PFI（⺠間資⾦を活⽤した社会資本整備）

【営業企画部・営業戦略部】

・キャラクター
マイメロディー

（内閣府HPより）

県内マーケットは、『負のスパイラル現象』に直⾯。

⼈⼝の減少と⾼齢化の進展

経営者の⾼齢化と後継者不⾜

事業所数の減少

雇⽤機会の減少

優秀な若者の県外流出

個人消費の減少⇒経済の衰退

●今後10年間で⼈⼝は8万⼈
減少する⾒込

●今後10年間で65歳以上⼈⼝
も減少しはじめ、⾼齢化率は
2.2％増加する⾒込

●マーケットの縮⼩により、廃業
が増加する⾒込

●今後10年間で就労⼈⼝は5  
万⼈減少する⾒込

毎年約80億円
個⼈消費マーケッ
トが縮⼩。

⾦融機関は、
地域のお客さまの本業を⽀援し、
お客さまの経営課題解決に取組む中で、
お客さまの事業の発展に、
お客さまと⼀体となって取組んでいく
必要がある。

２-５．負のスパイラル現象

２-３．過疎化の現状（消滅可能性都市）

▶「消滅可能性都市」とは
⼈⼝の再⽣産⼒
＝「20〜39歳の若年⼥性⼈⼝」

■「消滅可能性都市」の定義■
2010年から2040年にかけて、20〜39歳の
若年⼥性⼈⼝が５割以下に減少する市区町村

▶「消滅可能性都市」の推計結果

▶⼤分県内の「消滅可能性都市」

５割以下減少
896⾃治体
49.8%３割以上

５割未満減少

619⾃治体

34.4%

３割未満減少

269⾃治体

15.0%

維持増加

15⾃治体 0.8% 消滅可能性都市は約5割
全国1,799のうち896

【2010〜2040年の20〜39歳の若年⼥性⼈⼝の変化率でみた⾃治体数】

注意︓福島県は調査対象外
資料︓国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の地域別将来推計⼈⼝推計」より作成

⼤分県内の「消滅可能性都市」は
11⾃治体（61.1％）

⽇⽥市・佐伯市・⾅杵市・津久⾒市・⽵⽥市
豊後⾼⽥市・豊後⼤野市・国東市・姫島村
九重町・玖珠町

・「Ｃｒｅｄｏ」
経営理念の実現に向けた⾏動指針

・ブランドスローガン
「地域を活性化し、豊かな未来を創る」という決意と情熱を
持って⾏動する⾏員の姿勢を地域の皆さまにメッセ―ジとして
届けるため制定。

１ 経歴

・⾏動プロセス変⾰
⾏動プロセス変⾰によって「お客さまの満⾜度向上」「⾏員の意識向上」「収益に貢献」に
つなげる。

稼いだ⾦を域外に流出させないための
「地域内資⾦循環の活性化」

地域資源を最⼤限活⽤した
「稼ぐ⼒の増強」

域外からの稼ぎを強く︕域外への漏れを少なく︕

域内シフト

域内への循環を⼤きく︕

地域ビジョン
『○○な中津市』を実現

〜地域と当⾏の双⽅にとって価値のある
新たなCSVを⽣み出し、地域の持続可能性を⾼めていく〜

視点１︓「地域内資⾦循環の活性化」 視点２︓「稼ぐ⼒の増強」

<打つ⼿>
①県外から仕⼊れていたものを県内で新たに⽣産する
⇒ 県外への資⾦流出を抑制し、内需に振り替える

②県内のものを県外に売る
⇒ ⽣産・加⼯物を県外・海外へ販売し外貨を稼ぐ

③県外から県内に⼈を連れてくる
⇒ 交流⼈⼝増加により消費を拡⼤

○企業誘致（新たな産業の創出）や⾃⽴した
地場企業育成(県内総⽣産の増強)

○観光需要の受け⽫としての誘致強化・
特⾊ある地域づくり

○⾼齢化社会に対応した医療・介護産業の充実
○⾃然エネルギー推進による産業振興
○農林⽔産業の6次産業化の推進による加⼯
商品の拡販。

３．⼤分銀⾏の価値創造への取組み（地域ビジョン）

▶事業所数と従業員数の推移
・⼤分県・中津市の事業所数は減少傾向にある。
・事業所数の減少に伴い従業員数も減少傾向にある。

【⼤分県の事業所数・従業員数】 【中津市の事業所数・従業員数】
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２-４．企業数・従業員数の減少（⼤分県・中津市）

資料︓総務省「平成21年、26年経済センサス-基礎調査」


